
小さい牛追い  

       マリー・ハムズン 作   石井 桃子 訳 （岩波書店） 

10 歳のオーラと８歳のエイナール兄弟は、妹２人と 

両親と、ノルウェーの小さな農場に住んでいました。  

空想家で本好きのオーラと、わんぱくなエイナールは、

何かと張り合ってばかりいます。 

夏の間、一家は、村人から預かった牛やヤギを放牧  

するため、山の上の大きな牧場で暮らします。今年、   

オーラとエイナールは、「牛追い」をさせてもらえるこ

とになりました。牛追いは、牛たちに山の中で草を食べ

させ牧場に帰るまで１人で番をする、大変責任のある 

仕事です。牛追いをした子どもたちはお駄賃がもらえる

ので、２人はとても張り切っていました。 

ところが夏の終わり、役僧さんから預かった牝牛の 

ポティマーがいなくなりました。２人は牛を探すため、

何十キロも離れた牧場をいくつも訪ね歩きました。 

きびしい自然の中で、子どもたちが遊び働きながら成

長していく様子が生き生きと描かれています。牛追いを

やりとげた２人の姿に、大きな喜びと満足感を味わえる

でしょう。続編に、秋から冬を描いた『牛追いの冬』が

あります。９歳くらいから。            (池之上)                                                      

                         

  あおい目のこねこ 

エゴン・マチーセン さく・え 

せた ていじ やく （福音館書店） 

ねずみの国を見つけにでかけた青い目

のこねこが、５匹の黄色い目のねこに会

い、いっしょに暮らすことにしました。 

ある日、黄色い目のねこたちが犬に追

われ、木の上から降りられなくなりまし

た。こねこが、どうしたら犬を追い払え

るか考えていると、「わん！」。雷のよう

な吠え声に驚き、跳び上がったこねこは、

犬の背中に落ちました。犬はこねこを乗

せたまま駆け出し、山を登って、下って、

また登って、下って…たどり着いた原っ

ぱは、なんと、ねずみの国でした。 

黒の濃淡で描かれ、ねこの目だけが青

と黄で色づけされた絵は、ユーモラスで

勢いがあり、テンポよく進むストーリー 

を一層楽しくします。読んでもらえば 

４歳から楽しめます。     （竹内）                            
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子どもの本だな 64

６６6 10 
このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。 

＜お知らせ＞ 
13 歳からの読書会 

『ドリトル先生航海記』を読んで 

・日時：2 月 11日（月・祝）  
10：30～12：00 

・場所：図書館 読書会室 
・対象：中学生以上（要申込） 
・準備：当日までに本を読んで 

きてください。 
 
 『ドリトル先生航海記』 
   （ヒュー・ロフティング  作  岩波書店） 

  動物の言葉がわかるドリトル先
生と一行は、大博物学者ロング･ア
ローを探す航海に出ました。巨大
なカブトムシを手がかりにロング･
アローを救出し、大カタツムリに
乗って帰還するまでの物語。 

 



 

 

太
子
町
立
図
書
館
で
働
き
始
め
て
10
ヶ
月
が

経
過
し
、
気
が
付
け
ば
年
が
明
け
て
い
た
。 

 

何
も
か
も
が
初
め
て
で
右
往
左
往
し
て
い
た 

春
先
に
比
べ
る
と
、
新
し
い
環
境
に
も
随
分
と

慣
れ
、
適
度
な
緊
張
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持

ち
で
仕
事
を
し
て
い
る
。 

そ
ん
な
中
、
年
明
け
早
々
に
、
子
ど
も
に 

 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
行
う｢

お
は
な
し
の

時
間｣

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
子
ど
も
に

お
話
を
語
る
こ
と
は
、
図
書
館
に
お
い
て
、   

と
て
も
大
切
な
仕
事
で
あ
る
。
大
人
か
ら
お
話

を
聞
く
体
験
は
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
を
育
む

手
助
け
を
す
る
。 

や
り
が
い
を
感
じ
た
が
、｢

お
は
な
し
の
時

間｣

は
30
分
あ
り
、
４
～
５
歳
の
子
ど
も
に
と
っ

て
は
長
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。｢

文
福
茶

釜｣

の
お
話
を
準
備
し
、
い
ざ
語
り
始
め
る
と
、

前
の
め
り
に
な
っ
て
聞
く
姿
が
見
ら
れ
た
。
お

話
が
終
わ
る
ま
で
、
語
り
手
で
あ
る
私
か
ら
目

を
離
さ
な
い
子
や
、
茶
釜
に
化
け
た
狸
を
小
僧

が
火
に
か
け
る
場
面
で
、
友
達
と
目
を
見
合
わ

せ
て
ク
ス
ク
ス
笑
う
子
ど
も
も
い
た
。
続
け
て

｢

い
た
ず
ら
き
か
ん
し
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う｣

の
読

み
聞
か
せ
も
行
っ
た
が
、
最
後
ま
で
聞
い
て
く

れ
た
。
楽
し
い
時
間
は
早
く
過
ぎ
る
と
い
う
が
、

30
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
感
じ
が
し

た
。
私
の
好
き
な
お
話
を
、
子
ど
も
と
共
有
で

き
た
よ
う
な
気
が
し
て
嬉
し
か
っ
た
。
（
光
藤
） 
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日 月 火 水 木 金 土
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10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

2月の開館日

地 

下 

水 
『 モンテレッジォ 小さな村の旅する本屋の物語 』  

内田 洋子  著    方丈社  346頁 2018年 4月刊 1,800円 (請求記号) 024.3 

 

図書館の本棚 392 

１
８
０
０
年
代
の
イ
タ
リ
ア
半
島
で
、
籠
に
本
を
詰
め
て
、
貧
し
い
山
村

か
ら
各
地
へ
本
を
売
り
歩
い
た
行
商
人
た
ち
が
い
た
。
彼
ら
の
故
郷
は
、 

 
 

モ
ン
テ
レ
ッ
ジ
ォ
。
現
在
の
定
住
人
口
は
32
人
、
山
と
渓
谷
に
囲
ま
れ
た 

 

過
疎
の
村
で
あ
る
。
そ
の
村
で
、
毎
夏
「
本
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
。

モ
ン
テ
レ
ッ
ジ
ォ
出
身
の
人
々
は
、
代
々
本
を
大
切
に
売
り
歩
い
た
祖
先
を

誇
り
に
し
、
夏
に
は
「
本
に
呼
ば
れ
て
」
村
に
帰
っ
て
く
る
の
だ
。 

元
々
、
貧
し
い
山
村
の
人
々
は
、
豊
か
な
農
村
へ
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
。

し
か
し
、
１
８
１
６
年
は
異
常
気
象
で
農
作
物
が
ほ
ぼ
全
滅
、
出
稼
ぎ
先
も

な
く
、
生
き
て
い
く
た
め
に
山
で
と
れ
る
栗
や
茸
、
枯
れ
枝
の
束
、
聖
人
の

御
札
や
暦
、
砥
石
な
ど
を
売
り
に
出
た
。
行
商
人
た
ち
の
通
行
許
可
証
に
記

さ
れ
た
職
業
は
、
年
代
を
経
て
変
わ
っ
て
い
く
。「
石
、
お
よ
び
雑
貨
の
小
売

り
」
か
ら
「
砥
石
と
聖
者
の
御
札
売
り
」「
農
業
、
歯
科
医
、
お
よ
び
石
売
り
。

そ
し
て
本
も
売
る
」
と
。 

ま
だ
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人
が
多
い
時
代
に
、
な
ぜ
本
な
の
か
。
ど
の

よ
う
に
本
を
探
し
当
て
、
仕
入
れ
、
売
り
先
を
見
つ
け
出
し
た
の
か
。
著
者

の
疑
問
は
膨
ら
む
ば
か
り
だ
っ
た
。
村
を
訪
ね
て
は
、
村
人
や
村
か
ら
都
会

に
出
て
本
屋
を
営
む
人
た
ち
、
村
に
つ
な
が
る
人
々
に
話
を
聞
き
、
当
時
の

資
料
を
丹
念
に
調
べ
、
疑
問
は
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。 

１
８
０
０
年
半
ば
に
始
ま
っ
た
イ
タ
リ
ア
統
一
運
動
に
よ
っ
て
、
独
立
の

機
運
が
高
ま
り
、
民
衆
は
革
命
家
の
思
想
を
知
り
た
が
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
じ

ゅ
う
が
自
由
に
飢
え
て
い
た
時
代
。
書
店
は
高
価
で
難
し
い
専
門
書
を
売
る

が
、
行
商
人
た
ち
は
小
出
版
社
の
売
れ
残
り
を
丹
念
に
集
め
て
売
り
歩
き
始

め
た
。
庶
民
に
は
冒
険
や
恋
愛
も
の
、
革
命
分
子
に
は
政
治
や
思
想
も
の
を
。

行
商
人
た
ち
は
都
市
部
を
売
り
歩
き
な
が
ら
人
々
が
欲
し
が
る
情
報
を
集

め
、
仕
入
れ
の
際
に
出
版
社
に
伝
え
た
。「
本
を
運
ん
で
、
行
商
人
は
イ
タ
リ

ア
の
歴
史
を
底
か
ら
変
え
た
の
で
あ
る
」
と
著
者
は
い
う
。 

モ
ン
テ
レ
ッ
ジ
ォ
の
行
商
人
た
ち
は
、「
イ
タ
リ
ア
の
隅
々
ま
で
本
を
届
け

る
胆
力
と
脚
力
が
強
み
」
で
あ
り
、
そ
の
強
み
と
本
売
り
の
魂
を
子
や
孫
に

教
え
、
代
々
本
売
り
に
な
っ
た
。
現
在
、
そ
の
子
孫
た
ち
が
営
む
書
店
に
は
、

居
心
地
の
良
い
、
立
ち
寄
り
た
く
な
る
空
間
と
、
新
刊
で
あ
れ
古
本
で
あ
れ
、

欲
す
る
本
を
的
確
に
探
し
出
し
て
く
れ
る
人
が
存
在
す
る
。
著
者
を
含
め
、

本
を
愛
す
る
人
々
の
静
か
な
情
熱
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
田
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

＊カレンダーの×印は休館日 

＊   は館内整理日 
返却のみ受付(10：00～17：00) 

＊開館時間は 10：00～18：00 
金曜日は 20：00まで開館 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

3月の開館日

野鳥講座―身近な鳥のお話― 

・日時：平成 31 年 3 月 24 日（日） 

         10：00～12：00 

・講師：三木敏史氏(日本野鳥の会会員) 

・場所：あすかホール ミニシアター 

・定員：65 名 （要申込） 

・対象：小学 4 年生以上 



 

 


